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右
の
質
問
主
意
書
を
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出
す
る
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に
つ
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新
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五
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原 
 
 

実 

 

一 

 



 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
空
港
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
、
千
葉
市
内
の
航
空

燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
沿
線
住
民
（
千
葉
地
方
裁
判
所
昭
和
五
十
年
〈
ワ
〉
第
四
百
五
十
二
号
事
件
原
告
団
）
に
対

し
て
説
明
会
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
両
者
合
意
の
上
で
同
年
二
月
二
十
八
日
東
京
虎
の
門
に
お
い
て
会
合
を
行
つ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
日
は
、
会
合
の
性
格
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
な
が
ら
も
、
空
港
公
団
は
、
現
ル
ー

ト
は
今
後
と
も
使
用
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
日
を
も
つ
て

期
間
が
終
わ
る
行
政
資
産
使
用
許
可
の
更
新
申
請
書
に
既
設
部
分
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
使
用
し
な
い
こ
と
を

明
示
す
る
よ
う
努
力
す
る
と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
し
か
る
に
、
空
港
公
団
は
右
会
合
以
前
に
千
葉
県
に
対
し
既
設
部
分
を
航
空
燃
料
輸
送
管
と
し
て
使
用
す
る
こ 

に
つ
い
て
の
疑
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
関
係
地
域
住
民
に
対
す
る
背
信
的
行
為 

三 

 



 

四 

右
会
合
は
、
空
港
公
団
側
の
都
合
で
七
年
間
に
わ
た
り
実
現
し
な
か
つ
た
話
合
い
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
何
回
も
話
し
合
つ
て
不
信
を
解
消
す
る
と
い
う
前
置
き
で
行
わ
れ
た
第
一
回
目
の
会
合
で
あ
つ
た
筈

で
あ
る
。
か
か
る
重
要
な
背
景
を
も
つ
会
合
で
背
信
行
為
と
非
難
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
言
動
を
空
港
公
団

が
行
つ
た
こ
と
は
、
空
港
公
団
の
地
域
住
民
に
対
す
る
誠
意
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
承
り

た
い
。 

と
を
明
示
し
た
許
可
更
新
の
申
請
を
し
て
い
た
。 

五 

右
事
実
が
発
生
し
た
原
因
は
、
空
港
公
団
側
に
あ
る
の
か
住
民
側
に
あ
る
の
か
、
原
因
と
そ
の
所
在
を
明
ら 

三 

右
会
合
に
出
席
し
た
空
港
公
団
職
員
の
役
職
名
と
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

そ
の
事
実
に
相
違
は
な
い
か
。 

二 

空
港
公
団
に
お
い
て
、
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
係
る
右
行
政
資
産
使
用
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
稟

議
書
が
回
覧
さ
れ
る
部
課
名
を
す
べ
て
列
挙
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

空
港
公
団
及
び
あ
る
政
党
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
以
降
千
葉
市
内
に
お
い
て
地
域
住
民
各
戸
に
対

し
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
の
み
を
強
調
す
る
チ
ラ
シ
を
多
数
配
布
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
安
全
が
保
証
で
き
な
い
以
上
、
逆
に
想
定
し
う
る
危
険
を
具
体
的
に
知
ら

せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
と
住
民
の
対
処
の
仕
方
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
の
方
が
、
被
害
減
少
に
役
立
つ
と
思

慮
さ
れ
る
が
、
空
港
公
団
の
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
承
り
た
い
。 

七 

空
港
公
団
に
よ
る
標
記
背
信
行
為
に
つ
い
て
、
空
港
公
団
は
信
頼
回
復
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

誠
意
を
示
す
方
法
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
に
よ
つ
て
、
空
港
公
団
の
背
信
的
言
動
の
経
過
と
原
因
並
び

に
再
発
し
な
い
決
意
を
千
葉
市
民
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
政
府
の
見
解
を
承
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


